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茨
城
県
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、

当
初
１
日
36
件
し
か
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
民
間
機
関
等
も

ふ
く
め
２
０
０
件
ま
で
増
や
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
、

ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
方
式
に
よ
る

検
体
採
取
や
検
査
機
器
の
増
設
、

簡
易
な
抗
体
検
査
の
導
入
な
ど

で
件
数
を
増
や
し
、
速
や
か
に

検
査
で
き
る
体
制
を
つ
く
る
こ

と
で
す
。

　

消
費
税
増
税
や
台
風
被
害
、

そ
こ
に
新
型
コ
ロ
ナ
が
追
い
打

ち
を
か
け
ま
し
た
。

　

共
産
党
県
議
団
は
、
各
地
で

聞
き
取
り
を
行
い
、
損
失
を
受

　

介
護
や
障
害
者
の
施
設
で
の

感
染
防
止
は
急
務
で
す
。
対
策

に
必
要
な
経
費
や
減
収
分
を
補

償
し
、
報
酬
単
価
に
特
別
手
当

が
必
要
で
す
。

　

学
校
が
休
み
に
な
っ
て
も
、

子
ど
も
を
預
か
り
続
け
る
保
育

所
や
学
童
ク
ラ
ブ
の
現
状
も
深

刻
で
す
。
保
育
士
・
支
援
員
の

過
重
負
担
や
「
３
密
」
解
消
策

を
現
場
の
自
己
責
任
に
し
て
は

日本共産党
茨城県議団ニュース

● 相談窓口電話（県庁、24時間）
　　　☎０２９－３０１－３２００
● 検査能力　１日36件→２００件
● 感染病床 　４8床→151床
● 軽症者の受入施設を設置
● 発熱外来の設置を準備中

検査と補償を早く、十分に
　高校生が一斉休校を求めてストライキ。知事はその３日後にようやく県立学校の休
校を決断しました。また、自公政権が打ち出した「条件付１世帯３０万円」は国民の
激しい怒りで「一律１人１０万円」に方針転換。さらに３月県議会では「こんな時に
１３０億円もかけてジンベエザメか」と非難をあび、知事提案が全会一致で否決され
ました。いま、あなたの声が政治をうごかすうねりを起こしています。

新型コロナ

　

患
者
の
受
入
病
床
も
48
床
か

ら
１
５
１
床
に
増
や
し
ま
し
た

が
、
こ
れ
で
は
ま
っ
た
く
足
り

ま
せ
ん
。
陽
性
判
明
後
は
速
や

か
に
入
院
で
き
る
よ
う
求
め
る

と
と
も
に
、
軽
症
者
の
受
入
施

設
の
確
保
、
不
足
す
る
医
療
用

マ
ス
ク
、
防
護
服
、
人
工
呼
吸

器
な
ど
の
調
達
や
医
師
・
看
護

師
・
保
健
師
へ
の
支
援
強
化
を

求
め
ま
し
た
。

け
る
す
べ
て
の
個
人
と
事
業
者

に
対
し
「
融
資
で
借
金
」
で
は

な
く
、「
給
付
で
補
償
」
を
求
め

て
い
ま
す
。

　

世
論
の
力
で
「
雇
用
調
整
助
成

金
」
の
要
件
緩
和
や
助
成
率
の
引

き
上
げ
、
手
続
き
の
簡
素
化
が
進

ん
で
い
ま
す
が
、
支
給
決
定
は
ま

だ
わ
ず
か
で
す
。「
持
続
化
給
付

金
」
や
「
無
担
保
・
無
利
子
融
資
」

の
迅
速
化
に
く
わ
え
、
イ
ベ
ン
ト

中
止
等
に
よ
る
キ
ャ
ン
セ
ル
料
や

固
定
費
の
補
填
が
必
要
で
す
。

　

税
金
や
社
会
保
険
料
の
支
払
い

が
猶
予
さ
れ
ま
す
が
、
減
額
・
免

除
を
求
め
ま
す
。

な
り
ま
せ
ん
。

　

休
校
中
の
児
童
生
徒
の
自
宅

学
習
を
支
援
す
る
た
め
に
、
学

校
と
教
育
委
員
会
は
子
ど
も
の

声
を
よ
く
聞
い
て
取
組
を
す
す

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
教
育

格
差
や
児
童
虐
待
、Ｄ
Ｖ（
配
偶

者
暴
力
）
を
く
い
止
め
る
対
策

を
重
視
し
ま
す
。

　

あ
な
た
の
ご
意
見
、
ご
要
望

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
１
日
２
０
０
件
　
さ
ら
に
拡
充
を

生
活
と
営
業
持
ち
こ
た
え
る
補
償
を

ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
で
対
策
を

介
護
・

・

・
学
校

保
育

障
害
者

県内のコロナ対策の体制

休
業
中
の
ホ
テ
ル
関
係
者
か
ら

要
望
を
聞
き
取
る
江
尻
県
議
ら

　
　
　
　
　
　
　
（
４
月
14
日
）

　

昨
年
の
大
型
連
休
は
、
京
都
で

一
人
暮
ら
し
す
る
息
子
と
一
緒

に
、
寺
社
仏
閣
を
た
ず
ね
ま
し
た
。

そ
の
京
都
も
い
ま
は
ひ
っ
そ
り
と

静
か
な
街
に―

▼
息
子
は
大
学

キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
立
ち
入
れ
ず
、

ア
ル
バ
イ
ト
も
で
き
ず
、
自
粛
要

請
で
帰
省
も
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の

息
子
か
ら
「
マ
ス
ク
が
な
く
な
る
」

と
電
話
が
。
か
と
言
っ
て
、
水
戸

な
ら
手
に
入
る
わ
け
で
も
あ
り
ま

せ
ん
▼
そ
こ
で
、
夜
な
べ
を
し
て

手
製
の
マ
ス
ク
を
つ
く
り
ま
し

た
。「
♪
母
さ
ん
が
夜
な
べ
を
し

て…

」、
昔
な
ら
「
手
袋
編
ん
で

く
れ
た
」
と
つ
づ
く
歌
を
思
い
浮

か
べ
な
が
ら
▼
ガ
ー
ゼ
と
夫
の
白

い
ワ
イ
シ
ャ
ツ
を
再
利
用
。
形
状

記
憶
の
生
地
は
洗
っ
て
も
シ
ワ
に

な
ら
な
い
の
が
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
！
▼
様
々

江尻 かな
県議会議員

に
よ
せ
ら
れ

る
声
を
力
に

し
て
感
染
の

終
息
ま
で
が

ん
ば
り
ま
す
。

詳
し
く
は

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ａ
ｗ
ｅ
ｂ
で



福
祉
担
当
部
長
が

答
弁

　

山
中
議
員
は
、
障
害
者

手
帳
を
持
た
な
い
軽
度
・

中
等
度
の
難
聴
児
が
装
用

す
る
補
聴
器
や
人
工
内
耳

へ
の
助
成
拡
大
を
求
め
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
使

う
も
の
だ
け
に
、
ひ
ん
ぱ

ん
に
故
障
や
電
池
切
れ
が

起
き
ま
す
。
保
護
者
か
ら

「
高
額
な
修
理
や
電
池
交
換

に
も
助
成
を
」
と
の
要
望

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

福
祉
担
当
部
長
は
「
助

成
対
象
の
拡
充
を
検
討
す

る
」
と
答
弁
。

　

さ
ら
に
、
会
話
を
聞
き

取
り
や
す
く
す
る
無
線
式

補
聴
援
助
シ
ス
テ
ム
（
ロ

ジ
ャ
ー
）
を
学
校
に
整
備

す
る
よ
う
求
め
た
山
中
議

員
。
竹
園
東
小
学
校
で
は

ロ
ジ
ャ
ー
が
な
い
た
め
、

保
護
者
の
所
有
物
を
使
っ

て
い
ま
す
。

　

教
育
長
は
「
補
聴
援
助

シ
ス
テ
ム
は
子
ど
も
た
ち

に
有
効
で
あ
る
」
と
し
て
、

小
中
学
校
に
整
備
を
働
き

か
け
る
と
答
え
ま
し
た
。

　

共
産
党
県
議
団
は
、
特
別

支
援
学
校
の
教
室
不
足
解
消

を
く
り
か
え
し
求
め
て
き
ま

し
た
。
い
ま
も
15
校
で
89
教

室
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
学

校
で
は
、
一
部
屋
を
仕
切
っ

た
り
、
廊
下
に
壁
を
設
け
て

教
室
に
す
る
な
ど
現
場
の
努

力
は
限
界
で
す
。

　

江
尻
議
員
の
質
問
に
対
し
、

教
育
長
は
「
新
た
な
県
計
画

を
策
定
し
た
」
と
答
弁
。
そ

の
中
で
、
水
戸
飯
富
の
通
学

区
域
を
一
部
内
原
に
変
更
し
、

内
原
に
新
た
に
高
等
部
を
設

置
す
る
こ
と
や
つ
く
ば
の
校

舎
増
築
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
つ
く
ば
は
増
築

し
て
も
過
密
状
態
が
解
消
し

き
れ
ま
せ
ん
。
神
栖
市
波
崎

地
区
は
バ
ス
通
学
に
８
０
分

以
上
か
か
り
ま
す
。
新
校
設

置
が
必
要
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

児
童
虐
待
な
ど
に
対
応
す

る
児
童
相
談
所
が
、
現
在
の

中
央
（
水
戸
）・
土
浦
・
筑

西
に
加
え
、日
立
と
鹿
行
（
鉾

田
）
の
分
室
が
相
談
所
に
格

上
げ
。
こ
れ
に
よ
り
５
カ
所

に
拡
充
さ
れ
る
ほ
か
、
県
南

地
域
で
対
応
件
数
の
多
い
土

浦
相
談
所
に
副
所
長
を
配
置

し
て
体
制
を
強
化
。
県
全
体

の
児
童
福
祉
司
や
心
理
士
も

増
員
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
子
ど
も
の
一
時

保
護
所
は
中
央
児
童
相
談
所

に
１
カ
所
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

現
場
の
実
態
を
と
ど
け
、
こ

れ
か
ら
も
拡
充
を
求
め
ま
す
。

特別支援学校教育環境整備計画

水戸飯富 通学学区域の一部を
内原へ変更

用地を取得し、校舎
を増築

校舎を増築し、高等部
を設置

校舎を増築

内　原

鹿　島

つくば

修理 電池交換・ 助成拡大検討ロジャー、

内原に高等部を設置 つくばは増築

日立、鉾田に児童相談所分室から
格上げ

子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
が

し
ま
し
た

難聴児

子ども
虐待

特別支援
学校

これまで
中央児相 62名 48名

11名

13名

37名 44名

21名

合計120名 合計140名
24名

中央児相

日立分室

鉾田分室

土浦児相 土浦児相

日立児相

鉾田児相

筑西児相 筑西児相

新たな体制

　

水
戸
市
内
の
認
可
外
保
育

所
（
ベ
ビ
ー
ホ
テ
ル
）
で
、

乳
児
２
人
が
相
次
い
で
死
亡

し
た
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。

県
は
毎
年
、
施
設
へ
の
立
ち

入
り
調
査
を
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
一
度
も
国
の
基
準
を

満
た
さ
ず
、
施
設
長
や
職
員

全
員
が
無
資
格
者
で
あ
る
こ

と
を
公
表
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
「
こ
ん
な
施
設
だ
と
知
っ
て

い
た
ら
預
け
な
か
っ
た
」
と

遺
族
は
胸
の
内
を
語
っ
て
い

ま
す
。

　

県
内
の
認
可
外
保
育
所
に

は
４
千
人
超
の
子
ど
も
が
入

所
。
し
か
し
、
国
の
基
準
を

満
た
し
て
い
な
い
施
設
が
４

割
も
残
っ
て
い
ま
す
。
江
尻

議
員
が
「
安
全
の
た
め
に
早

急
な
改
善
を
」
と
求
め
た
の

に
対
し
、
知
事
は
「
今
後
は
、

重
大
事
故
や
基
準
違
反
を
公

表
す
る
」
と
答
弁
。
非
公
表

と
し
て
き
た
対
応
を
大
き
く

方
向
転
換
し
ま
し
た
。

認可外
保育所 重大事故や基準違反を公表へ

前
進

補聴器



１
基
で

万
世
帯
分

排
出

常
陸
那
珂
港
区

（
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

200ｍ
５９．６㎞
５４．７㎞
５５．１㎞

５５．８㎞Ｍ４．３
Ｍ３．３
Ｍ２．５
Ｍ４．７

500ｍ
400ｍ
300ｍ

　

知
事
は
２
月
、
福
島
第

一
原
発
の
汚
染
水
を
海
に

放
出
す
る
政
府
案
に
対
し
、

「
風
評
被
害
は
払
し
ょ
く
さ

れ
な
い
。
白
紙
で
検
討
を
」

と
、
県
漁
協
と
と
も
に
反

対
を
表
明
し
ま
し
た
。　

　

江
尻
議
員
が
一
般
質
問

で
、「
原
発
は
稼
働
さ
せ

る
だ
け
で
汚
染
水
を
排
出

す
る
。
汚
染
水
の
海
洋
放

　

山
中
議
員
は
予
算
特
別
委
員

会
で
、
原
発
の
半
径
２
ｋ
ｍ
圏

内
で
５
年
間
に
（
２
０
１
５
年

11
月
以
降
）
25
回
に
の
ぼ
る
地

震
が
発
生
し
、
こ
の
う
ち
４
回

は
敷
地
内
で
あ
っ
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

四
国
電
力
伊
方
原
発
は
、
広
島

高
裁
が
「
２
ｋ
ｍ
以
内
に
断
層
が

あ
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
」

と
、
運
転
差
止
の
判
決
を
下
し
ま

し
た
。
原
子
力
規
制
委
員
会
は
、

原
発
直
下
に
「
活
断
層
」
が
あ
る

場
合
、
運
転
も
建
設
も
認
め
て
い

ま
せ
ん
。

　

活
断
層
に
つ
い
て
、
国
土
地
理

院
は
「
数
十
万
年
前
以
降
に
活
動

　

異
常
気
象
や
Ｃ
Ｏ
２
削

減
に
関
心
が
高
ま
る
中
、

茨
城
県
は
そ
れ
に
逆
行
す

る
港
湾
建
設
を
進
め
て
い

ま
す
。
ひ
た
ち
海
浜
公
園

の
北
に
あ
る
常
陸
那
珂
港

区
は
、
大
型
火
力
発
電
所

で
燃
や
し
た
石
炭
灰
を
海

敷地内の地震が４回も

「
原
発
の
下
に
断
層
あ
る
の
は
明
ら
か
」

汚
染
水
放
出
反
対
な
ら
再
稼
働
は
不
可
能

東海第２原発

100

ＣＯ２

温室効果ガスを大量に排出する石炭火発

2017年８月５日
2019年６月22日
2019年9月４日
2019年９月30日

に
埋
め
立
て
、
港
を
拡
張

し
て
い
ま
す
。
総
事
業
費

６
８
０
０
億
円
で
、
今
年

度
は
約
50
億
円
の
税
金
投

入
で
す
。

　

３
基
目
の
火
発
が
来
年

稼
働
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け

で
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
年
間

約
３
６
５
万
ト
ン
。
県
内

一
般
家
庭
の
約
１
０
０
万

世
帯
分
に
相
当
し
ま
す
。

県
民
に
Ｃ
Ｏ
２
削
減
を
よ

び
か
け
る
な
ら
、
環
境
を

汚
染
す
る
公
共
事
業
を
見

直
す
べ
き
で
す
。
と
こ
ろ

が
知
事
は
、「
石
炭
灰
で

埋
め
立
て
る
の
は
、
県
と

し
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
高

い
」
と
問
題
視
し
ま
せ
ん
。

　

巨
大
な
港
づ
く
り
よ

り
、
環
境
保
全
を
優
先
す

べ
き
で
す
。

北ふ頭

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

至日立市
震源地…

…原発敷地

Ｒ245

日本原子力研究
開発機構

原電通り

至ひたちなか市

久慈川河口
東京ガス
ＬＮＧ

太
平
洋

東海第２原発

２㎞

㎞圏内では25回２  2015．11～
   　　2020．２

発生日時 原発からの距離 マグニチュード 震源の深さ敷
地
内
を
震
源

と
す
る
地
震

６月県議会で県民投票を審議
目標達成！署名９万筆超、

　再稼働には周辺６市村と県の同意が必要ですが、その判
断に、県民の意思を反映することが重要です。「いばらき
原発県民投票の会」が集めた署名をもとに、６月議会で県
民投票を実施するかどうかについて審議します。

　福島第一原発事故から９年。茨城に避難し、生活する
約３，２００人の方々のふるさとへの思いは様々です。
放射能の影響で、いまも茨城の農林水産物８品目が出
荷制限を受け、中国や韓国、台湾などでは輸入規制さ
れています。にもかかわらず、東海第２原発は再稼働
にむけた工事を進めています。

し
、
将
来
も
活
動
す
る
断
層
」
と
し

て
い
ま
す
。

　

山
中
議
員
は
「
東
海
第
２
の
下
に出

に
反
対
な
ら
、
東
海

第
２
原
発
は
稼
働
で
き

な
い
」
と
、
知
事
に
再

稼
働
反
対
を
迫
り
ま
し

た
。
知
事
は
「
県
民
に

情
報
提
供
を
お
こ
な
い
、

し
か
る
べ
き
時
期
に
意

見
を
聞
い
て
い
く
」
と

述
べ
る
だ
け
で
具
体
的

内
容
を
示
し
て
い
ま
せ

ん
。

断
層
が
あ
る
の
は
明
ら
か
。
活
断
層

で
あ
れ
ば
稼
働
は
認
め
ら
れ
な
い
。

日
本
原
電
は
断
層
等
は
な
い
と
い
う

が
、
検
証
す
べ
き
重
大
な
事
実
だ
」

と
追
及
。

　

知
事
は
「
引
き
続
き
地
震
対
策
の

検
証
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
、
ま

と
も
に
答
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

常
陸
那
珂
港
区
に
３
号
基
増
設



緊急治水対策プロジェクト
（2019～2024年度）

質問する江尻かな県議（３月９日）

　

昨
年
の
台
風
で
、
甚
大
な
水

害
を
お
こ
し
た
河
川
の
復
旧
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
浸
水
被
害
の
最

小
化
を
め
ざ
す
『
緊
急
治
水
対

策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』（
期
間
２

０
２
４
年
度
ま
で
／
整
備
費
＝

　

江
尻
議
員
は
３
月
議
会
で
、

「
治
水
対
策
が
し
っ
か
り
し
な

い
と
、
こ
こ
に
は
住
め
な
い
」

と
住
民
の
訴
え
を
代
弁
。
地

元
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
よ

う
知
事
に
迫
り
ま
し
た
。
知

各会派の賛否態度
３月議会

○…賛成　×…反対

×
× × × × × ×

× × × × × ×

×

×

○ ○ ○ ○○○

○ ○ ○ ○○○
○○

○

○ ○ ○○○

※知事提出議案９３件のうち日本共産党は５７件賛成、３６件反対

種苗法「改定」断念を求める意見書

県南・県西広域水道の統合議案

新型コロナ対策補正予算

ジンベエザメ展示館設計予算

一般会計予算

無堤防地区の整備
こんどこそ

住民要望を反映した緊急対策に

い
ば
ら
き
自
民
党

日
本
共
産
党

（
２
名
）

（
40
名
）

（
５
名
）

（
４
名
）

（
２
名
）

（
１
名
）

（
６
名
）

自
民
県
政
ク
ラ
ブ

立
憲
民
主
党

無
所
属

県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

公
明
党

　２０２０度予算を審議する県議会が開かれました。
　議会中の３月１７日、県内で初めて新型コロナウイ
ルス感染者が確認。その後１ヶ月で１３０人を超え、
増加が続いています。

○ 大手企業の再編・売却による雇用と地域への影響
○ 病床削減計画の見直しと新型コロナ対策の強化
○ 家族経営農家への支援と有機農業の振興
○ 災害に強い河川・ダムの治水対策
○ 環境保全を重視した公共事業への転換
○ 認可外保育施設の重大事故防止と改善策
○ 特別支援学校の整備と通級指導教室の拡充
○ 難聴児の補聴器助成拡充と教育環境の整備
○ つくばエクスプレス通学定期代の引き下げ
○ 東海第２原発の再稼働に反対・廃炉求める

　コロナの感染拡大で県民生活は深刻さを増してい
ます。
　ところが、こうした実情や不安を前にしても、大井
川知事の目は営業に向けられ、クルーズ船やパンダの
誘致、そして今度は１３０億円かけて「ジンベエザメ」
だと言います。日本共産党は「すべてが『稼ぐ、儲かる』
という思想だ」と追及。
　他議員からも批判があがり、知事の独断専行による
ジンベエザメ展示館予算は、全会一致で否決。実質ゼ
ロベースとなりました。「サメよりマスクを」という県
民の声は、象徴的でした。
　いのちと暮らしを守りぬくことは、県政の大きな責
任です。

地
元
の
意
見
を
反
映
せ
よ

堤
防
整
備
は
全
く
不
十
分

国
の
緊
急
対
策

「優先すべきことは何か」
問われた県政・県議会

●ジンベエザメ予算 全会一致で否決

感染症対策、くらし応援

那珂川など河川の治水対策３月
議会

【日本共産党県議団の議会質問の内容】

那
珂
川
６
６
５
億
円
・
久
慈
川

３
５
０
億
円
）
を
策
定
。

　

し
か
し
、
肝
心
の
堤
防
整
備

は
ま
っ
た
く
不
十
分
で
す
。

無
堤
防
区
間
が
残
さ
れ
る
水

戸
市
国
田
地
区
の
住
民
説
明

会
で
は
、「
な
ぜ
計
画
に
堤
防

整
備
が
入
ら
な
い
の
か
」、「
こ

ん
な
状
態
で
家
を
直
し
て
も
、

ま
た
水
が
来
る
か
も
し
れ
な

い
」
と
怒
り
の
声
が
上
が
り

ま
し
た
。

事
は
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
に

あ
た
っ
て
は
、
地
域
住
民
に
適

切
に
説
明
を
お
こ
な
う
」
と
言

う
だ
け
で
、
堤
防
整
備
を
求
め

る
考
え
は
示
し
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
江
尻
議
員
は
藤
井

川
ダ
ム
や
久
慈
川
水
門
を
調

査
し
、
洪
水
前
に
ダ
ム
の
貯

水
量
を
さ
ら
に
減
ら
す
方
策

や
水
門
の
操
作
改
善
を
求
め

ま
し
た
。

　

あ
き
ら
め
ず
に
声
を
届
け

て
い
き
ま
す
。

江
尻
か
な
県
議
が
一
般
質
問

● 河道掘削や樹木伐採
● 堤防整備（一部区間）
● 遊水地や霞堤の整備
● ダムの洪水調節機能強化
● 浸水想定区域の土地利用制限
● 家屋移転、住宅かさ上げ、高台整備

←日本共産党の
「感染爆発、医療
崩壊を止める
緊急提案」

コロナ対策のほか、くらしの心配やご相談、
ご意見・ご要望をお寄せください。

●日本共産党茨城県議団　029－301－1387
県議会議員　山中たい子　029－863－0045
県議会議員　江尻　かな　029－221－7441

どうなる どうする

新型コロナ対策

ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ
展
示
館

の
イ
ラ
ス
ト
（
県
作
成
）




